
（別紙様式４－１） 
（県立高等学校・中学校用） 

（熊本県立北稜高等）学校 令和３年度（２０２１年度）学校評価表 
 

１ 学校教育目標 

「創造 勤労 感謝」の校訓のもと、各学科の学習や体験活動を通して一人一人の生徒に応じた多様な可能性を伸ばし、地域社会の発展に貢献でき

る人材の育成を目指す。 

「教育は人なり」の理念のもと、教職員が一丸となって、生徒一人一人の自己実現を支援する。 

 １ 伝統ある校風の継承と創造       ２ 特色ある総合高校づくり   ３ 学力の充実と個に応じた進路指導  ４ 教育環境づくりの推進

５ 人権教育の推進         ６ 安全教育の推進       ７ 地域社会から信頼される学校づくり 

 

２ 本年度の重点目標 

 １ 愛情ある生徒指導  ２ 基礎学力の定着  ３ 個に応じた進路指導  ４ 美しい環境作り  ５ 安全教育の推進 

 ６ 家庭・地域社会との連携強化  

 

３ 自己評価総括表 

評 価 項 目  評価の観点 

 

具体的目標 

 

具体的方策 

 評価 成果と課題 大項目 小 項 

目 

学校 

経営 

目標管理 

教育目標及び重点目標

の周知・理解のため、

学校情報を分かりやす

い内容で定期的に発信

する。 

全職員が共通認識

として実践する。 

生徒､保護者に教

育目標を認知させ

る８０％以上。 

職員会議や研修等で常時啓発

する。 

教室への掲示、学年集会等、全

校集会での周知。 

ＰＴＡ総会、広報誌、ＨＰ等を

通じて啓発を図る。 

Ｂ 

学校評価アンケートの結果、理解

していると回答した生徒 82%

（-2.6p）、保護者93.6%（±0）で

あった。教室掲示等できておらず、

掲示の工夫や学習活動、学校行事

等での継続した啓発が必要。 

生徒募集 募集定員の確保 

募集定員の６０％

以上の志願者確

保。 

 

中学校訪問での進路意識の把

握、体験入学、ＨＰ、学校パン

フレット等などで魅力ある学

習内容の広報充実を図る。 

ＨＰ、動画を活用し、定期的に

各行事、学科毎の学習状況を更

新し情報発信を強化、年間閲覧

目標数８万回。 Ｂ 

学校パンフレットは予定どおり作

成し、近隣中学校３年生全員に配

付した。学習活動動画を作成し

Youtube「北稜チャンネル」を立ち

上げて動画を用いた学習活動等の

発信を行った。ＨＰに日々アップ

し、年間閲覧数が 8万 6千回を超

えた。これらの取組で前期選抜で

は昨年より２３人増であったが、

目標を下回った。コロナ感染拡大

により体験入学を実施できなかっ

た点が遺憾であるが、バーチャル

体験入学、リーフレット作成配付

等で対応した。さらなる中学校と

の連携が必要である。 

業務改善 

子供たちと向き合う時

間を確保し、やりがい

を持って効果的な教育

活動を持続的に行うこ

とができる環境の実現 

教職員の勤務時間

の削減を図り、教

職員が本来の業務

に一層専念できる

環境を整える。 

・一人１台端末導入・活用に向

けた、ＩＣＴを活用した授業研

究。 

・情報共有のための会議、資料

作成の負担軽減のため、教務支

援システム等の活用による生

徒情報管理の統一化の徹底、校

務支援システム、メール等の有

効活用 

・デジタル教材の活用。 

Ｂ 

・一人１台端末の導入が急速に進

み、活用の準備や研修のため今年

度の業務は増加した。一方で、授

業研修で端末の活用についてのノ

ウハウも共有できたため、次年度

以降への準備はできた。 

・校務支援システム、メール等の

活用により業務効率化を進めるこ

とができた。 

・電子黒板の全教室導入で活用の

幅が広がり、ＩＣＴ化を進めるこ

とができた。 



働き方改革 

教職員が心身ともに健

康でワーク・ライフ・

バランスを実現できる

環境を整える。 

全教職員が働き方

改革の必要性を理

解し、月の時間外

勤務の上限の時間

４５時間以内、年

の時間外勤務の上

限の時間３６０時

間以内の全職員実

現。 

 

学校閉庁日・部活動休養日の設

定 

教職員１人当たり年次有給休

暇の平均取得日１０日以上の

推奨。 

Ｃ 

・学校閉庁日 4 日設定し、生徒保

護者へ周知し実施した。部活動休

養日 は各部において設定した。 

・ＳＣ、ＳＳＷ、特別支援教育支

援員、ｷｬﾘｱｻﾎﾟ\ﾀｰ等の等を積極的

に活用した。 

・総時間外時数は12月末までで45h

以上150人、80h以上39人で、昨

年度 4･5 月休校の影響もあり、昨

年度比 30.3％増であった。残業時

間の月平均も3時間増となった。 

・本採用職員の45.3％が年間10日

以上年次有給休暇を取得した。 

開かれた学

校づくり 

 

 

 

 

保護者・地域行政等と

の連携 

 

 

 

魅力ある総合高校

として推進し、特

色あるカリキュラ

ムを発信するとと

もに、学校行事の

保護者等に参加、

地域の行事への参

加、新たな取り組

みの発信を行うこ

とで、本校のさら

なる魅力化を図る

。 

・地域行政との事業推進、高大

連携及び企業間交流を実施す

る。 

・農産物販売や各種展示、奉仕

作業など、地域における生徒の

活動の機会を増やすことで、地

域資源の掘り起こしと活用を

行う。 

・学科ごとに中学校との交流事

業を実施する。 

Ｂ 

玉名市役所を主とする熊本県立大

学とのスタートアップ事業におい

て、ＪＲ玉名駅利活用の取組で、

駅前農産物販売、観光列車おもて

なし活動や北稜高校魅力化事業で

の生徒自身の学校ＰＲ動画作成を

実施できた。各学科の学びを生か

した箱庭の作成展示、市役所への

門松設置など地域に根ざした活動

ができ取り上げられた。コロナ禍

の中、中学校との花壇作り交流な

どは実施できたが、制約があり取

組としては十分ではなかった。 

小中学校や福祉施設等の出前授業

や交流学習、玉名市と連携した活

動を継続していく。 

学力 

向上 

 

 

 

 

 

 

学習習慣の

育成 

 

学習時間の向上 学習時間を自己管

理する力を付ける

。家庭学習の習慣

をつけ、学習時間

を向上させる。 

・家庭学習課題を定期的に与え

、日常的な学習を習慣化させ

る。 

・「NOLTYスコラ手帳」等を活

用し、学習時間の把握や学習

習慣の醸成に活用する。  

Ｃ 

各学年で学習習慣育成のための取

り組みを行っているが、具体的な

成果に結びついているとは言いが

たい。次年度は観点別評価とも連

動した取り組みも考える必要があ

る。また、一人１台端末の活用も

研究する必要がある。 

学力の向上 

 

 

 

基礎学力の定着 

 

高校入学までに定

着していなかった

事項を再確認し、

「学びの基礎診断

」におけるＤレベ

ル評価の生徒を減

らす。 

定期考査に向けた

事前指導に力を入

れ、欠点科目数を

減少させる。 

・北稜タイムの時間を活用し、

「Literasワークブック」等

の基礎学力醸成のための教

材に取り組む。 

・「学びの基礎診断」実施２週

間程度前から、事前課題に取

り組み基礎的事項を再度確

認する。 

・低学力者を中心に個別指導を

実施し、理解の向上を図る。 

Ｃ 

学びの基礎診断の実施時期を変更

し、事前学習を行った。Ｄレベル

の生徒が、昨年度と比べ74％から7

2％に微減したが、入学する生徒の

学力変化も考えると成果は上がっ

ていない。基礎学力向上に向けて

の対策は、今後も継続的に考えて

いく必要がある。 

キャリア

教育（進

路指導） 

 

 

 

 

進路意識の

啓発 

 

 

進路の早期決定と目的

意識の啓発 

各学年・学科の連

携と継続した進路

指導の展開と全職

員によるキャリア

カウンセリングの

実施。 

生徒自身の諸活動

の振り返りを通し

て、進路指導を充

実させる。 

・年間を通し職員に対するキャ

リアカウンセリングの啓発活

動。新型コロナウイルス感染防

止対策をしながら、進学ガイダ

ンス、職場見学、インターンシ

ップ、オープンキャンパス等に

積極的な参加させる。 

・キャリアパスポートを活用し

、生徒自身が自己を振り返る機

会を設け、それをもとに進路意

識を高める指導を行う。 

Ｂ 

・コロナ禍で進路につながる行事

の中止や延期が多かったが、実施

可能な進路ガイダンス、職場見学

、インターンシップ、オープンキ

ャンパス等に新型コロナウイルス

感染防止対策を行いながら、積極

的に参加させることができた。 

・計画的にキャリアパスポート等

を活用しながら生徒が自己を振り

返り、進路意識を高める指導がで

きた。 



進路希望の

達成 

 

 

 

進路目標実現の進路保

障 

 

 

ミスマッチを解消

し、個に応じた就

職・進学体制の確

立と進路目標達成

１００％を目指す

。 

 

 

・全職員で情報の共有化を図り

、組織として進路指導にあたる

。 

・進学希望者へは、受験対策の

ため、進路目的別の課外ととも

に個別指導の充実を図る。また

、職員は、学校説明会等に積極

的に参加し、生徒に情報提供で

きる体制を強化する。 

・就職希望者へは、キャリアサ

ポーターや就職支援担当を中

心に面談を行う。 

・企業訪問を積極的に行い、そ

こで得た情報を生徒への指導、

支援に生かす。 

Ｂ 

・入試制度や就職活動の新しい情

報を共有し、組織として進路指導

に当たる必要がある。 

・進学希望者に対する課外などが

コロナ禍で計画通り行かなかった

。また、個別指導に対しても生徒

の意識向上を図る必要がある。 

・就職者へはキャリアサポーター

や就職支援担当者を中心に面接を

行い、生徒の就職活動が円滑に行

えた。 

・３年の進路目標を達成できた。 

・企業訪問や企業説明会で積極的

に企業の担当者と交流することで

得た情報を元に生徒の指導・支援

に生かすことができた。 

生徒 

指導 

 

基本的生活

習慣の確立 

 

整容の徹底 

 

 

整容に関する意識

の向上を図り、年

間における継続指

導対象者が一桁に

なるように指導す

る。 

 

・各学期始めの整容検査を一斉

に実施し、全校生徒及び全教職

員が共通理解の上で整容を徹

底する。 

・継続指導対象者の状況等を教

職員間で情報共有しながら、全

教職員で個別の指導、支援にあ

たる。 

Ｂ 

・コロナ禍で２学期以降各学年で

の検査を月に一度実施し、学年の

協力で整容を整えることができた

が、自主性に課題がある。 

・継続指導者に対して学年と情報

共有を図り、保護者の理解や協力

を得て適切に個別での指導、支援

にあたることができた。 

マナーの向上 自発的に挨拶がで

き、TPOに応じた言

葉遣いや適切な行

動ができるように

なる。また携帯電

話の利便性や危険

性について理解さ

せ、マナーを向上

させる。 

 

・積極的な挨拶や公共の場にお

けるマナー向上を図る為、授業

や学校行事等で継続した指導

を行う。 

・「携帯電話利用ルール五箇条

」を遵守し、携帯電話の危険性

について生徒会が中心となり、

継続した啓発活動を行う。 

Ｂ 

・大部分の生徒が積極的に挨拶や

その場に応じた言葉遣いを実践で

き、その結果公共の場におけるマ

ナーも向上した。 

・全校集会や各学年集会において

携帯電話やスマートフォンの危険

性について訴え、大きな問題は見

られなかった。今後も生徒会が中

心となり、継続した啓発活動をし

ていきたい。 

人権 

教育 

の 

推進 

 

 

学校全体で

取り組む人

権・同和教育

の推進と命

を大切にす

る心を育む

指導の取り

組み 

人権・同和教育のさら

なる充実 

同和問題をはじめ

とする人権問題に

対する基本的認識

の確立を促す。 

・学年毎にテーマを決め、人権

教育ＬＨＲを毎学期実施する。

また、１１月に人権教育講演会

を実施し、人権問題を自分のこ

ととして考える機会を設ける。 

Ａ 

・各学期１回の人権教育ＬＨＲと

１１月に人権教育講演会を行い、

生徒の人権意識を高めることがで

きた。 

職員研修のさらなる充

実 

 

人権・同和教育に

関する研修を通し

て人権感覚を磨き

、人権意識を高め

る。 

・部落差別解消推進法と統一応

募用紙に関する研修を実施す

る。また、人権教育に関する校

外研修へ年間最低１回の参加

を促す。 
Ｂ 

・「具体的方策」に掲げた内容の

研修の時間を確保できなかったが

、人権教育全員レポート研修会を

実施し、各自の教育実践を人権教

育の視点で検証しあうことができ

た。また、コロナ禍により校外研

修の機会が少なくなり、少数の参

加しかできなかった。 

いじ 

め防 

止等 

すべての生

徒にとって

安心・安全な

生活ができ

るいじめの

ない環境の

確立 

いじめを未然防止する

ための体制づくり 

日常の学校生活の

中で生徒との信頼

関係を構築し、生

徒の様子を的確に

把握する生徒がい

じめをなくす主体

として活動する機

会を増やす。 

・６月の「心のきずなを深める

月間」に心のきずなを深めるＬ

ＨＲを実施する。 

・心のきずな委員会を年間５回

以上開く。 

 

Ａ 

・６月の「心のきずなを深める月

間」に心のきずなを深めるＬＨＲ

を実施し、自分の性格に気づいた

り相手の気持ちを考えたりする力

を高めることができた。 

・心のきずな委員会を７回、委員

会研修を２回実施。また、北稜祭

でいじめについて考えるメッセー



ジを発表することで、いじめや差

別を許さない心を育成することが

できた。 

いじめを早期発見、解

決する組織づくり 

生徒の変化やサイ

ンに気付き、定期

的に職員間で情報

を共有し、担任を

中心に組織的に早

期対応する。常に

最悪の事態を想定

し、担任や学年団

を中心に組織的な

対応を図る。 

・心のアンケートにおいて、い

じめを受けた生徒で、「誰かに

話した」または「自分で解決で

きる」と答えた割合を１００％

にする。 

・いじめ防止基本方針を改定す

る。 

 

Ｂ 

・いじめ事案に挙がった被害生徒

は全員誰かに相談していた。 

・いじめ防止基本方針を改定する

ことができなかったが、次年度は

改定する。 

地域連携

(ｺﾐｭﾆﾃｨ･

ｽｸｰﾙ) 

防災型コミ

ュニティ・ス

クールにお

ける学校運

営協議会の

推進 

学校運営協議会での共

通理解と協力体制の構

築。 

防災教育の充実 

災害時における生徒の

健康管理等、危機管理

体制の構築 

学校運営協議会の

協力体制と防災教

育のあり方につい

て確認。 

学校防災（豪雨及

び土砂災害・地震

・津波等）マニュ

アル、防災組織・

指示系統や連絡体

制等の各自の役割

について職員間の

共通理解。 

日常的な防災意識

を高めるための防

災教育と避難訓練

の実施。 

・学校運営協議会を実施し、学

校防災（豪雨及び土砂災害・地

震・津波等）マニュアル、避難

所運営マニュアルの見直し、点

検と確認を行う。 

・職員間での共通認識を図り、

日常的に学校危機管理意識を

高め、教科と関連付けた防災教

育に取り組む。 

・学校安心メール、ホームペー

ジ活用等の積極的な活用によ

る連絡体制の強化。 

・避難訓練を年２回以上実施す

る。 

Ｂ 

Ｒ３年度の学校評価アンケートの

結果を見ると、「学校は、施設設

備等の安全点検、管理を徹底し、

安全教育に努めている。積極的に

学校安全メールを活用している」

および「学校は、保護者や同窓会

地域の方と連携して教育活動を行

っている」の項目で、それぞれ８

９．４％、８５．２％の高評価を

いただいており、目標をおおむね

達成できた。 

来年度から学校運営協議会が防災

型から総合型へ変わることとなる

。 

特別支援

教育 

特別な支援

を要する生

徒のニーズ

への対応 

組織的な支援計画及び

指導計画の作成と確実

な支援の実施及び評価 

支援を要する生徒

について、中学校

から引き続き支援

計画及び指導計画

を作成し切れ目の

ない支援を行う。

また支援を要する

生徒が安全で安心

して学べるよう合

理的配慮を行う。 

・特別支援教育支援員配置事業

を活用して、特別な支援を要す

る生徒に確実な支援を行う。 

・生徒理解研修を通じて、生徒

の教育目標及び支援方法の共

通理解を図り、担任、教科担当

者、学年、コーディネーター、

支援員で支援計画及び指導計

画の作成・評価・再検討を行う

。 

Ａ 

・支援員による支援を要する生徒

について、担任、教科担当者、支

援員、コーディネーターで情報交

換会を行って指導計画の作成や見

直しをし、個に応じた支援に取り

組むことができた。 

・１年生入学後の情報交換会や生

徒理解研修、特別支援教育職員研

修を実施し、職員の共通理解のも

と、生徒が安心して学べるよう合

理的配慮を行うことができた。 

環境教育 

環境調和型

社会の実現

及び校内美

化の推進 

環境保全活動や学校版

環境ＩＳＯなどの啓発

活動 

教室移動時の消

灯、ゴミ分別の徹

底、また、学期ご

とに安全点検を実

施し安全な環境つ

くり。 

・美化委員を中心に全生徒へ、

集会、ポスター等で呼びかけ、

啓発活動を行う。 
B 

教室移動時の消灯や空調オフに 

ついては徹底できなかった。安全 

点検においては指摘のあったとこ

ろは早急に改善できた。 

 

校内美化、地域ボラン

ティア活動の実施 

各学期、各学年で

の学年別掃除の充

実。さらに環境美

化習慣（美化コン

クール）を実施し

美化意識向上。 

・学年別掃除を体育大会等の学

校行事前に設定する。 

・美化コンクールの内容につて

も学期ごとに検討し意識向

上を図る。 

B 

各学年の協力により学年別掃除は 

徹底して行うことができた。 

美化コンクールの内容について 

変更しておらず来年度検討してい 

きたい。 

保健管理 

健康に関す

る指導体制

整備 

新しい生活様式の習慣

化 

新しい生活様式の

必要性を理解し、

自主的な行動で感

染防止対策を行

う。 

・マスク、手洗い、消毒を徹底

する。また、昼食のとり方に

ついても３密を防ぐ声かけ

を行う。 

・掃除後の教室消毒を徹底、確

B 

昼食の摂り方、換気などの感染対 

策については、昼休みの放送など 

で呼びかけを行った。黙食が定着 

していた。換気については掲示物 

を作成し、全職員に効果的な換気 



認する。 を呼びかけたが、冬場は徹底でき 

ない日もあった。 

規則正しい生活習慣の

確立 

生徒が「健康」に

興味関心を持ち、

自分自身をコント

ロールできるよう

になる。 

・健康診断の事後指導を徹底す

る。 

・校医、育友会、専門機関との

連携を図り、生徒の健康状況

をより詳しく把握し、アドバ

イスを行う。 
B 

・健康診断後の治療勧告について 

は個別指導を行った。視力・歯科 

の治療率に関しては昨年度よりも 

上昇したが、今後も継続した指導 

が必要である。 

・生徒の健康やコロナに関しての 

情報などは、その都度学校医や学 

校薬剤師に指導助言をいただい 

ていた。学校保健委員会は中止に 

なったが、学校保健に関して常に 

学校医・学校薬剤師と連携がとれ 

ていた。 

保健相談の充実 

心も体も健康で学

習活動に取りくめ

るようサポートを

行う。 

・科・学年・担任と連携を図り、

個別での指導を中心に行う。

必要ならば学校カウンセリ

ングを活用する。 

B 

教育相談を行った生徒に関しては 

担任・学年主任と連携をとり、必 

要に応じてSCにつなぐなどの対応 

をした。また、SSWとも連携し、保 

護者への支援も行った。 

専門教育 

専門教育の

充実 

魅力ある学科づくりと

地域への発信 

【園芸科学科】 

・学科通信の作成

と配布を行う。 

学校ブログを活用

して、学科の情報

を発信する。 

・学期に１回、学科通信を作成

し、近隣中学校へ配布する。 

学校ブログに週２回は上げて

もらえるように情報を提供す

る。 

Ｂ 

学校ブログについては、ほぼ毎日 

題材を情報システム部に上げ、週

２回ほどブログに掲載してもらっ

た。１学期は学科通信を１年生が

出身中学校へ配布してもらったが

、２学期はできなかった。 

【造園科】 

・地域連携を図り

、地域の行事やｲﾍﾞ

ﾝﾄへの出展など積

極的な参加を実践

する。 

・環境教育交流会

の実施。 

・自然文化財の管理に年２回参

加する。また、授業で学んだ専

門的知識や技術を地域に還元

し、やりがいと達成感を身につ

ける。 

・近隣の小中学校と環境教育の

交流をとおして、造園の魅力を

伝え学科のＰＲに繋げる。 

Ｂ 

県指定天然記念物「山田のフジ」

の剪定に参加予定をしていたが、

学校行事やコロナ禍の影響で参加

できなかった。地域交流会や庭園

出展、門松作製をする事ができ、 

学科のＰＲができた。 

近隣の小中学校との環境教育交流

活動はコロナ禍の影響で実施でき 

なかった。 

【ﾋﾞｼﾞﾈｽﾏﾈｼﾞﾒﾝﾄ

科】 

・郷土に貢献でき

る人材の育成。 

・学校ブログ等を

活用した情報の発

信。 

・長期インターンシップや販売

実習を通して、郷土を理解し、

郷土に貢献したいという意欲

をもった人材を育て、地域との

交流を深める。 

・定期的に情報を更新し、生徒

の活動状況を発信する 

Ｂ 

長期インターンシップ、販売実習

を実施し、事業所での就労体験や

商品の取引を行い、地域・事業所

との交流を深め、地域の事業所に

関心を持つ生徒が増えた。 

・生徒の活動状況を発信し、学科

のＰＲに繋げることができた。学

科紹介等の短編動画の制作を行っ

た。 

【家政科学科】 

・学校ブログや行

事を活用し、学

科の情報を発信

する。 

・地域に貢献でき

る人材を育成する

。 

・定期的に生徒の活動の様子を

発信する。 

・文化祭や学校説明会における

授業での学びを発表す 

る。 

・幅広い学習や実習を通して、

豊かな人間性を育成す 

る。 

Ｂ 

・学校ブログでの情報発信がほと 

んどできなかった。 

・学科（授業・行事）の取り組み

 をパネル展示や動画発信など県 

内外にＰＲすることができた。 

・地域との連携事業を実施し、地 

域への関心をもてる機会となっ 

た。 

高い専門性

と職業観の

育成 

専門性の向上と将来を

見据えた系統的な学習

展開 

【園芸科学科】 

・地域連携を積極

的に行い、生徒の

・先進農家や企業、学校と連携

し、現場実習や共同研究を行う

。 

Ｂ 

現場実習や農業フォーラムを実施

し、果樹専攻が熊本県立農業大学

校との共同研究を行った。 



達成感を高める。 

教育課程に適した

農場作りを行い、

生徒の経営感覚の

育成を図る。 

経営感覚を育成できるような

教材の選択や農場経営を行う。

掲示教育に力を入れる。 

玉名荒尾地域の主力農産物のイチ

ゴ、トマト、ミカン、ナシなどの

栽培を行い、農場掲示もほぼ完了

した。花苗などにより花壇交流会

も実施した。 

【造園科】 

・外部講師による

より高度な専門技

術の習得。 

・充実した現場実

習の実践。 

・若年技能者人材育成支援等事

業や就業支援等プロジェクト

の活用により、技術向上に努め

る。 

・現場実習をとおして社会人と

して望ましい態度やマナー及

びコミニュケーション能力を

学ぶ。 

Ｂ 

就業支援プロジェクトの事業でマ

イスターにより専門的知識と技術

の向上につながる指導を受けるこ

とができた。 

現場実習をとおして基本的生活習

慣の必要性やコミュニケーション

能力を学ぶことができた。受入れ

企業の評価も全体的に見て良い評

価を頂いた。 

【ﾋﾞｼﾞﾈｽﾏﾈｼﾞﾒﾝﾄ

科】 

・長期インターン

シップを活用した

実践的・体験的な

学習。 

・販売実習による

店舗経営。 

・身につけたビジネスに関する

知識・技術を、実際のビジネス

シーンで実践する場を設ける。

それにより課題の認識とその

改善プロセスを体験により学

ばせ、将来有用な職業人として

の資質を育てる。 

・２年間で学んだ知識や経験を

もとに、実際の店舗経営にあた

り、多岐にわたる課題の出現に

気づき、チームで解決する能力

を育成する。 

Ｂ 

長期インターンシップを実施し、

自己の課題の発見とその改善活動

と地域や事業所が抱える課題の発

見とその解決策の提案などの活動

に取り組み、社会人基礎力のレベ

ルアップに繋げる取り組みができ

た。 

・販売実習については、直前まで

開催されるかわからない状況であ

ったが、取引事業所との連絡を頻

繁に行い、受注販売を取り入れる

ことで安定した販売を実施するこ

とができた。 

【家政科学科】 

・専門の講師によ 

る講習会や、地域 

連携の取り組みを 

実施し、幅広い体 

験を通し生徒の郷 

土愛や職業観の育 

成を図る。 

・地域や専門職の方を招き、講

習会を実施する。 

・近隣施設での実習など交流の

機会をつくる。 
Ｂ 

・保育園や高齢者福祉施設での実

習はできなかったが、新たな地域

・企業との連携、他学科との連携

も実施でき、生徒の体験を増やす

ことができた。 

・地域の専門職の方による講習会

を通し、郷土愛や職業観を育む機

会となった。 

 

４ 学校関係者評価 
○小学校からのキャリア教育も含めて、小中高と連携して県立高校の魅力を伝えていくことが大事だと思います。 
○新入生の確保は、公・私立高校とも熊本市内中心の傾向が顕著となりつつあるように思われます。そのような厳しい
現状ではありますが、北稜高校としては中期プランで魅力の磨き上げを先生生徒で頑張ってください。 
○北稜チャンネル（ＹｏｕＴｕｂｅ）で北稜生の活動に驚かされ、大いに評価できると思います。魅力ある広報になっ
ているが、生徒募集に直結していないのが残念でならない。 
○開かれた学校作りに対し、行政とも連携して多くのことに取り組み、コロナ禍で思ったような活動ができなかったと
思いますが、地域に根ざした取り組みができている。この項目は特に力を入れられていると思いますので、行政や大学
メディア等の連携をさらに増やしてもらいたい。 
○花壇作り交流などを、小学校に来てもらって児童に教えてもらい、一緒に活動する中で、専門の学びを紹介する場面
にしたらどうか。 
○目的意識をもった学習については、小中高と連携して習慣化できればと思います。子供の学ぶ意欲の向上には、厳し
い生徒もいるかと思いますが、基礎学力や専門教科の技能の向上に努めていただきたいと思います。 
○次年度からの、総合選択制の内容は魅力ある取組なので、中学生に周知してほしい。 
○基礎学力の定着のため、家庭学習時間の確保をさせる指導の強化や工夫をしてほしい。進路や将来の夢が決まれば、
自ずとモチベーションも上がるのではと安易に考えてしまいますが、確かに学習の工夫を指導することは必要です。 
○サポートが行き届き、多くの生徒が進路目標を達成するため適切な指導がなされている。希望の進路達成のために、
日々ご尽力されていると思い、３年生の進路目標が達成されたことをうれしく思います。 
○概ねマナーは向上しており、身なりに課題のある生徒はほとんど見ません。挨拶ができて礼儀正しいのが北稜生とい
う印象があります。これからも自信を持って頑張ってほしい。 
○コロナ関連の人権侵害等はないようで安心しました。同和問題をはじめ、様々な人権問題が数多くあります。インタ
ーネットやＬＧＢＴなど他の人権問題への研修も必要かと思います。校内研修を通じて職員の資質向上を図っていただ



きたい。 
○学校防災マニュアル等、年々充実していると思う。災害時の避難経路の確認及び消防用設備等(消化器、屋内消火栓)
の維持管理や適切な使用方法についても訓練を教師や生徒と連携して行ってください。高校生になると、通学形態が多
岐にわたり、在学中に災害発生した場合には、困難を招くおそれがある。災害種別における、マイタイムライン（避難
行動計画）を家族間で話し合いを設けることも今後は必要ではと考える 
○特別支援教育において、成果は出ているので、計画に基づき継続して実施してほしい。個に応じた指導、計画作成な
ど職員の共通理解を図っておられ、安心して学ぶ体制になっている。不登校傾向だった生徒が元気に登校している姿を
見ると感謝の気持ちでいっぱいです。 
○総合高校としての将来の夢に直結する特色を生かした魅力的な内容の取り組みがなされていますが、ならではの資格
取得ができることをアピールしてはと考えます。 

 

５ 総合評価 
○学校評価アンケートの内容は、昨年度と同項目で実施し、わずかずつではあるが生徒と保護者ともに評価が向上した
ことは本校の取組みについて、多くの方に御支援と御理解をしていただいた結果であり、地域各方面からの協力や支
援体制ができていると判断する。特に、コロナ禍における生徒たちの体育大会での企画や運営、北稜祭での生き生き
した明るく積極的な姿から、日頃の活動を生徒・保護者にＰＲでき十分理解していただいた結果だと考える。また今
年度新型コロナウィルス感染症の影響でオープンスクール等が実施できなかったが、Youtube「北稜チャンネル」を
立ち上げて動画を用いた学習活動等の発信、ＨＰの日々更新により年間閲覧数が8万6千回を超えた。またバーチャル
体験入学、リーフレット作成配付等で対応した。その結果前期選抜では志願者数が昨年度を２０人以上増加した。次
年度も本校の教育活動を地域の方々に見ていただく手立てを検討していく。 

○教育相談部を中心に、全生徒対象とした情報の集約と全職員での共有化による生徒理解に努め、支援が必要な生徒を
スクールカウンセラーやＳＳＷ、外部専門機関と連携しながら、校内支援体制の確立に努めたことで、本校に入学し
て良かった、相談できる人がいるとの回答が増え、楽しく学校へ通う生徒の増加につなげた。 

〇生徒の学力向上に進路保障の面からも、全職員共通理解のもと指導に取組んでいきたい。学習指導面では、まだまだ
十分な学力向上に至ってないのでキャリア教育を意識し、ＩＣＴを活用した主体的に参加し、自分の考えや意見が言
え、意欲的に学べるような授業展開を実践することで進路実現につなげていきたい。 

○教育相談部、人権教育主任が中心となり、いじめ防止・生徒理解に取り組み、学期毎の全生徒対象の心のアンケート
実施による情報の集約による早期対応、生徒理解に努めた。心のきずな委員会を定期的に開催し、自ら学びいじめや差
別を許さない心を育成に繋げることができた。また、支援が必要な生徒をＳＣやＳＳＷ、外部専門機関と連携しながら
、校内支援体制の確立、就労支援に繋げることができた。 
○進路状況については、４年制大学に１０名、短期大学に４名、熊本県立農業大学校へ８名、専門学校に２１名と４５
％が上級学校へ進学することとなった。就職では、就職支援員、ｷｬﾘｱｻﾎﾟｰﾀｰの活用により、経年指導による進路意識の
高揚、基礎学力の向上に取り組み、新規企業開拓、進路相談、面接指導等で適切な指導を進め、学校紹介での内定率１
００％となり、離職率減少のための取組も実施した。 

 

６ 次年度への課題・改善方策 
○本年度は本校の教育活動を地域の方々に見ていただく機会がとれず、諸行事も縮小、中止となる状況であった。次年
度は教育目標の周知、理解の徹底に向け、教育目標の掲示、教育目標に沿った教科指導、諸行事の運営を実施し、生
徒募集に繋がる新たな手立てを検討し進めていく。 

○学習指導面ではまだまだ基礎学力の十分な学力向上に至ってない。新学習指導要領改訂に伴う令和４年度からの新教
育課程に向け、新たな評価の観点を踏まえた日頃の授業の工夫と積み重ねが重要である。支援が必要な生徒など多様
な生徒が入学する中、「わかる授業」の展開を更に心がけ、主体的に学べるような教育活動を目指した教育課程の検
証と併せて確かな学力の定着を実施したい。そのために、授業研究に取り組み、教師の指導力向上に努めるとともに
教科別の研究授業や公開授業の充実を図る。 

○一人一台端末の導入によるＩＣＴ活用への対応を進める。効果的な活用のための研修のため授業研修や教材の共有を
行い、環境整備も整うので、職員全体のスキルアップを進めていく。 

○生徒理解研修や個別面談等を通して生徒の実態を把握し、早期対応、早期解決に全職員で取組む。「生徒が安心して
学校生活が送れる体制づくり」を実践する。生徒一人ひとりに向き合い、生徒に「命」を大切にする心を育て、いじ
めのない楽しい学校生活が送れるよう支援する。 

○生きる力を育む特色ある専門教育のさらなる充実と日頃の学習指導、個別指導等を実施する。さらに、玉名市等とも
連携し地域の産業教育拠点校として地域の産業を支える知識と技術を持った担い手の育成に取り組み、生徒の進路実
現つなげていく。 

○学校運営協議会では、将来の地域産業を担う人材、社会の中で自己実現を図る人間性豊かな職業人を育成のため、地
域の人的・物的資源の活用、学校内だけでなく、社会に開かれた教育課程を実施していくためにも、学校運営協議会
を総合型に移行し、その実現に向け取り組む。 
防災教育では、今後も発生が予想される様々な災害から生徒の命を守るため、危機管理マニュアルを随時検証し、地
域と連携した学校防災を推進する体制整備を行う。 

〇人権教育では、相手の立場や心情を理解できる生徒の育成を目指し、人権ＬＨＲ・講演会を再検討する。全職員が生
徒一人ひとりの状況を共通理解して、法的なことも含めた研修の充実を図る。 

○本校の特色ある学習内容、行事・部活動等を通して生徒の生き生きとした学校生活の様子を、適時にホームページで
地域中学生へ発信する。更に地域広報誌等を活用して広くＰＲし保護者や地域の理解を得るとともに、一人ひとりの
生徒が輝ける活動の場を広げ学校の活性化を図ることで生徒募集に繋げる。 

 


